
ー

最近の無差別型サイバー攻撃の動向と対策
- NICTの最新の取り組み状況—
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CYNEXの事業展開のタイムライン
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準備フェーズ

システム構築/アライアンス準備フェーズ

サイバー攻撃
解析分科会

STARDUST
利⽤組織

初期参画組織
（R3⽬標20組織）

セキュリティ製品
テスト環境
利⽤希望組織

Ø 積極的広報活動展開

Ø データの拡充

Ø 解析⼈材の増強

Ø 最新AI技術逐次導⼊

Ø 製品テスト拡⼤
⽇本のサイバーセキュリティの

産学官中核拠点確⽴
（R7⽬標40組織）

ü ⽇本最⼤のデータ集積
ü 世界有数の解析能⼒の確保
ü 国産脅威情報の有効利⽤
ü アライアンスによる⾃⾛組織化

アライアンス本格稼働フェーズ

⼈材育成オープン
プラットフォーム
利⽤希望組織

WarpDrive
プロジェクト

Ø ⼈材育成基盤オープン化

R2 R3 R4 R5 R6 R7

53組織
（重複は除く）




